
一般社団法人九曜会 2024 年 9 月理事会議事録 

 

開催日時:2024 年 9 月 29 日（日）15:00～18:40 

開催場所:一般財団法人三五会・会議室 

出席者:（理事）登坂 渉、中田博司、野方英樹、宮本宏美、猪瀬祐一、櫻井哲也、橘 悟子、 

芝野貴子、雫石和秀、福山勝也 

     （監事）栗原靖治 

     （委員）山﨑良子（記録委員会委員長） 

 

1． 議事録作成および議事録署名 

 ・議事録作成は福山理事が担当する。 

 ・議事録署名は定款第 30 条に定めるところに従い、登坂代表理事、宮本理事、栗原監事が行

う。 

 

 

2． 議事録確認 

 ・2024 年 7 月 7 日開催の理事会の議事録を確認した。 

 

 

3． 業務報告 

（1）会長、副会長 

 ・9 月 7 日に登坂会長、宮本副会長、櫻井副会長が北園高校の佐藤校長と面会し、10 月 26 日

開催予定の「九曜の集い」への出席を依頼し、あわせて、創立 100 周年記念事業の進捗状況を

伺った。 

 ・9 月 8 日に PTA の源氏会長と三五会の蓮沼代表理事に「九曜の集い」への出席依頼を文書に

て行った。 

 

（2）事務局 

 ・8 月 9 日に本年の「九曜の集い」の傘寿対象者（15 期）51 名に案内状を送り、現時点で 20 名

から出席、9 名から記念品希望の連絡があった。なお、記念品の発送は「九曜の集い」終了後

になる予定である。 

 ・8 月 5 日、9 月 9 日に 15 期代表者が事務所に来所され、同期会の打ち合わせが行われた。な

お、その際に名簿の提供や、その他同期会開催に関する支援を行った。 

 ・8 期、30 期、32 期がそれぞれ同期会を開催する予定であり、そのために名簿の提供を行った。 

 ・事務局用のクレジットカードの発行手続きを行い、現在、審査を待っている状況である。 

 

（3）総務委員会 

 ・9 月 15 日に委員会を開催し、9 月 29 日開催の理事会議案を検討した。 

 

（4）未来創造委員会 



 ・8月4日に第1回委員会を開催した（オンライン）。内容は配付の議事のまとめ（報告1 議事録）

参照。 

 ・8 月 6 日に南葛飾高校教諭と委員長が面談した（聴取事項は報告 2 配付資料参照・役員限

り）。 

 ・8 月 8 日に小石川高校紫友同窓会会長と委員長が面談した（聴取事項は同上）。その際、同窓

会記念誌「百の系譜」、学校制作記念誌「小石川創立 100 周年記念誌」を受領した。 

 ・9 月 16 日に第 2回委員会を開催した（オンライン）。内容は配付の議事のまとめ（報告 3 議事

録）を参照。議事を踏まえ、理事会検討資料「会費増収、基金創設に向けた検討資料（案）」を

とりまとめた。 

 

（5）広報委員会 

 ・8 月 10 日に「九曜会会報」第 56号の記事作成のため、法政大学荒井弘和教授（46 期）へのイ

ンタビューおよび写真撮影を行った。 

 ・九曜会ウェブサイトの更新のため、8 月から雫石理事の協力のもと、制作作業を進めている。今

後は実際に運用しながら、更新ルールや運用チームを検討する予定である。 

 ・理事、監事の名刺情報を整理し、印刷データの作成ならびに印刷会社の選定を行った。 

 

（6）会員交流支援委員会 

 ・7 月 20 日、8 月 4 日、9 月 1 日、9 月 14 日に、いずれも三五会事務所において「九曜の集い」

実行委員会を開催した。 

 ・今年のテーマ（スローガン）は「やっちゃえ北園」に決定。 

 ・「九曜の集い」当日に参加する 45 期は 25 名程度となる見込みであるが、必要に応じて、昨年

度担当期の 44 期が適宜協力してくれる態勢となっている。なお、協力してくれる 44 期の「九曜

の集い」の参加費について、前回の理事会において「一般参加者の半額とする」ことに決したが、

これについて 44 期から辞退したい旨の申し出があり、「あくまでも一般参加者として参加し、必

要に応じて手伝うというスタンスでお願いしたい」とのことであった。 

 ・「九曜の集い」の引き継ぎ式のために来場する46期については、すでに連絡対応済みである。 

 

（7）母校支援委員会 

 ・8 月 9 日に三五会事務所において、北園高校写真部からの依頼により、登坂会長、中田事務

局長、宮本副会長、浦辺事務局員がインタビューに応じ、あわせて、事務局から写真提供を行

った。また、日比前会長にも写真提供の依頼をし、写真部代表者宛、直接メールにて送ってい

ただいた。 

 ・8 月 26 日に北園高校の 1 年生 1 名と 2 年生 1 名、牟田副校長、化学担当の高田教諭が工学

院大学（八王子）を訪れ、南雲紳史教授（32 期）の講義を受けた後、大学見学を行った。なお、

九曜会からは福山理事が同行した。 

 ・9 月 7 日と 8 日に開催された北園高校の「柊祭」において、九曜会ブースを設け、卒業生、在校

生および保護者に対し、九曜会の活動をアピールした。 

 

（8）記録委員会 



 ・7 月 13 日、8 月 31 日、9 月 22 日、9 月 14 日に委員会を開催した。 

 ・棚にある書籍のナンバリングや、データ化の整理を行った。 

 ・別紙資料にもとづき、委員長から現状の問題点などについて報告がなされた。 

 

 

4． 議事 

（1）広報委員会 

 ・新しいウェブサイトの公開について、一般公開に向けて理事会での承認が得られ次第公開し

たい旨の要望が示され、承認された。 

 ・レンタルサーバーの移行について確認がなされたが、本件は継続審議となった。 

 ・今後のウェブサイトの活用について、発送費の軽減やメールアドレスの収集・管理、過去の記

録の公開など、各委員会をまたぐ検討や協働が必要になることを確認したいとの提案がなされ

たが、本件は継続審議となった。 

 ・理事、監事の名刺作成の内容、部数、スケジュールについて確認がなされ、承認された。あわ

せて、「kuyo.jp」ドメインの個人アドレスを作成することとなり、＠の前の部分を「姓＋卒業期」で

統一することとなった。 

 

（2）会員交流支援委員会 

 ・今年の「九曜の集い」については、昨年度担当期の 44 期が適宜協力してくれる態勢となってい

るものの、44 期から「あくまでも一般参加者として参加し、必要に応じて手伝うというスタンスでお

願いしたい」との見解が示されたことについて協議がなされ、その結果、「当日は楽しみたい」と

明言している44期に手伝いをお願いすることは事実上できず、「当日確実に手伝いをお願いで

きる人」を確保するべく、他の期にも声をかけたほうがいいのではないか、との結論に至った。議

論の結果、まず 44 期に対し、他の期にも声をかけることについて了解を得た上で対応すること

となった。 

 ・「九曜の集い」当日の傘寿の方々へのお弁当提供について、15 期から辞退したい旨の申し出

があった件について議論がなされ、当日はお弁当の代わりに茶菓と飲み物を提供することとな

った。 

 ・「九曜の集い」の引き継ぎ式のために来場する 46 期については、参加費を徴収しないとことな

った。なお、2025 年以降についても、次期幹事期の参加費についてはこれを徴収しないことを

確認した。 

 ・「九曜の集い」の会場におけるライブ配信の注意文書について、受付での個別配付をやめ、会

場の掲示を増やすことで対応することとなった。また、アーカイブ配信については、1週間配信

することとし、当日受付で配付するプログラムにアクセス情報を掲載することとなった。 

 ・「九曜の集い」の会場にて発生する生ゴミについては、業者による回収がなされないため、理事

が手分けして対応することとなった。 

 

（3）未来創造委員会 

 ・「会費増収、基金創設に向けた検討資料（案）」（議事 1配付資料）について、配付資料にもと

づき、委員長から説明がなされたが、議論のための十分な時間を確保することができなかった



ため、北園高校創立 100 周年記念事業に関する件とあわせ、別途、臨時理事会を開催して継

続審議することとなった。 

 

（4）その他 

 ・委員会の合併ならびに名称変更の提案がなされ、これまで「会員交流支援委員会」「母校支援

委員会」としていたものを合併して「会員交流・母校支援委員会」とし、委員長に福山理事、副

委員長に雫石理事がそれぞれ就任することとなった。 

 ・北園高校の「柊祭」における九曜会ブースについて、今年の反省を踏まえ、来年ブースにて実

施したほうがよい内容を今後検討していくこととなった。 

 ・九曜会の法被の扱いについて、法被の着用は強制とはせず、任意とすることの確認がなされた。

また、法被に代えて腕章などを作成する方向性についてもあわせて検討することとなった。 

 ・「好きです、北園」の扱いについて、あくまでも任意とすることの確認がなされた。 

 

 

5． その他 

 ・次回理事会開催日程:2024 年 11 月 10 日（日） 於:一般財団法人三五会・会議室 

 ・次々回理事会開催日程:2024 年 12 月 15 日（日） 於: 一般財団法人三五会・会議室 

 

2024 年 9 月 29 日 

 

登坂 渉     印 

 

宮本 宏美    印 

 

栗原 靖治    印 

 

以上 


